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1 は じ め に

トルコギキョウは今後の需要増加が期待でき,山形県で

は約20haの作付面積があり産地化を推進 している品目で

ある。現在,夏秋出し作型と組み合わせて生産のスリーシー

ズン化を図るため,加温シェード栽培による初冬出し (11

～12月 )作型の開発を行っている。そこで,定植時期と加

温温度が生育 。開花に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験 1 定事時期が生育 。開花に及ぼす影響

1)供試品種 ネイルマリンネオ (早生種),あ すか

の粧 (中生種),つ くしの雪 (中晩生種)

2)試 験 区 定植日

1997年 :6月 11日 , 6月 20日 , 7月 2日 , 7月 16日 , 8月

2日 , 8月 16日

199ざ手:6月 10日 ,6月 21日 ,7月 1日 ,7月 10日 ,7月 21日

3)試験場所 当場硬質プラスチック鉄骨ハウス

4)栽培概要 育苗 :セ ルトレー288穴 ,定植時苗齢 :

約25対葉 (50～ 60日 間育苗),栽植密度 :ベ ッド幅100cn,

株間12,条間12cm,8条 植え,施肥量 (kg/a):N:13～
15,P,05:13～ 15,K20:16～18

12)試験2 加温温度が生育・開花に及ぼす影響 (加温

開始期生育ステージ:生育前半)(1998年 )

1)供試品種 あすかの粧

2)試 験 区

夜間 (18110～ 6:00)温度 :10℃,15℃ ,20℃

日中 (6ЮO～ 18:00)温 度 :25℃

※試験開始日 :5月 7日

3)試験場所 当場人工気象室

4)栽培概要

定  植 :4月 13日 (2月 9日 は種)70号 プランター使用

施肥量 (g/′ ):N;03,P,Osi0 3,K20:04
(3)試験 3 加温温度が生育・開花に及ぼす影響 (加温

開始期生育ステージ:生育後半)(1998年 )

1)供試品種 あすかの粧

2)試 験 区

夜間 (18:00～6:00)温度 :10℃ ,15℃ ,20℃

日中 (6:00～ 18:00)温度 :25℃

※試験開始日 :10月 2日

3)試験場所 当場人工気象室

4)栽培概要

定  植 :8月 1日 (5月 10日 は種,7月 1日 から10℃貯

蔵)70号プランター使用

施肥量 (g/′ ):N:03,P206:03,K20:04
短日処理 :9時間日長 (明期 8:00～ 17:00),処理期間

は育苗期及び定植時～8月 31日

電  照 :9月 10日 から16時間日長

3 試験結果及び考察

(0 試験 1 11～ 12月 出し作型の開発に向けて定植時期

が生育・開花に及ぼす影響について検討 した。

1997年 :目標の■～12月 出しの定植適期は早生種.中生

種では6月 11日～7月 2日 ,中晩生種では6月 ■日～ 6月

20日 で,収穫株率約70%を確保でき,作型が成立すると考

えられた。ロゼット株の発生率には品種間差と定植時期の

影響がみられ,当地域では7月 中旬が最も高まり,そ の前

後の定植時期では減沙する傾向がみられた。

1998年 :目標の■～12月 出し適期は,早生種では7月 1

日～7月 21日 ,中生種では6月 10日～7月 10日 ,中晩生種

では6月 10日 ～7月 1日 の範囲で,収穫株率約70%を確保

でき,前年よりも定植適期が後退 し,年次変動が認められ

た。また,ロ ゼット化はほとんど問題なく,年次変動がみ

られた (表 1)。

(2)試験 2 生育期前半からの加温温度が生育・開花に

及ぼす影響について検討した。処理開始時の各区の生育は

葉数35対葉で抽台前のステージであった。発書 。開花は

20℃区が最も早く,次いで15℃ 区,10℃区の順であった。

20℃区と10℃ 区の差は発薔日で9日 ,開花で16日 であつた。

切花長は10℃ 区が最も長 く,次いで15℃区,20℃区の1贋で
,

20℃ と15℃ の区間差は135で大きかったが,15℃ と10℃の

区間差は3と イヽさかった。切花重,一次側枝数,開花・ 花

薔数は15℃区が最も優った (表 2)。

(2)試験 3 生育期後半からの加温温度が生育・ 開花に

及ぼす影響について検討 した。処理開始時の生育は,茎長

約25,葉数約10対で,発奮には区間差はなかった。開花は

20℃区,15℃区,10℃区の順に早く,20℃ と15℃ の区間差

は5日 ,15℃ と10℃ の区間差は3日 であつた。切花長は15

℃区が最も長く,次いで10℃区,20℃ 区となり,15℃ 区と

の差は20℃区で 6,10℃ 区では9であった。切花重は15℃
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表 1 定植時期が生育・開花に及ぼす影響

1997年                           1998年
定植日 平 均 到花 収穫 ロゼット 切花  切花 花数 定植日 平 均 到花 収穫 ロゼット 切花  切花 花数

開花日 日数 株率 株率 長  重

6 11  1030   141   672   250   994  1490  16 1   6 10  10 8   120   953   1 6   782   587  11 4
620  11 10   143   766   125  1024  131 0  145   621  10 13   114   969   0     778   624  114
7 2  12 3   154   656   172  1110  161 1  160   7 1  1020   112   938   0     81 8   69 1  11 2
7 16  1227   164   250   54 7   780  1579   81   7 10  1026   108   982   0     759   522   94
8 2  1231   182   125    4 7   810  1176   50   7 21  11 17   119   100     0     767   706  11 2
816 (未開花)      0    0  (未開花)

中生種 :あ すかの粧
6 11  11 22   164   813    63   961  1868  170   610  11  6   149   89 1   0     752   749  106
620  11 25   158   922    0    1074  170 1  16 1   621  11 16   148   859   0     832   777  107
7  2  12 15   166   703   12 5   948  1645  122   7  1   11 24   147   922   0     833   876  11 2
716 (未開花)      0   703 (未開花)

8 2(未開イ0      0   375 (末閲花)

816(未開D      0   125 (未 開花)          ―

中晩生種 :つ くしの雪
6 11  12 13   185   672   203  1123  245 5  173   6 10  11 23   166   688   4 7   86 2  1399  175
620  12 16   179   844    63  111 9  2068  120   621  12 13   175    688   3 1   839  1005  12 3

(月 日)(月 日) (日 ) (%) (%) (m) (g) (個 )

早生種 :ネ イルマリンネオ

7 2(未開7t)     0   375 (未開花)

716 (未開花)      0   750 (未開7Ll

8 2 (未開花)      0   594 (未開■Ll
816 (未開花)      0   344 (未開花)           ―

開花日 日数 株率 株率 長  重

(月 日)(月 日) (日 ) (%) (%) (m) (g) (個 )

7 10  12  1   144   946   0     823   809  105
721  12 16   148   833   0     815   745   68

7  1  1220   173   929   0     859  1201  11 5
710  1228   171    771   2 1   865  1158   84
721  1230   162   625   0     786   962   70

注 調査打ち切り :12月 31日 ,開花日 :4～ 5輪開花時又は開花数と有効花雷 (長 さ2m以上)数がほぼ同じくなる時
期,花数 :開花数+有効花奮数

表 2 加温温度が生育・開花に及ぼす影響
(加温開始期生育ステージ:生育前半)

表3 加温温度が生育・ 開花に及ぼす影響
(加温開始期生育ステージ:生育後半)

加温 生育(6月 7日)平 均平 均切花長主茎長切花重
温度 茎長 葉数 発壼日開花日

(m) (対 ) (月 日)(月 日) (m) (m) (3)

加農 生育(1明 2日)平 均平 均切花長主茎長切花重
温度 茎長 葉数 発菅日開花日

(m) (対 ) (月 日)(月 日) (m) (m) (8)
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注 花数 :長 さ15m以上

区が重く,一次側枝数,開花数,有効花雷数は10℃ 区が15

℃区よりやや多かった。これら切り花特性値は試験 2よ り

処理温度区間差が小さく,生育後半の夜温の影響は小さい

と考えられる (表 3)。

4 ま  と  め

0)加温シェード11～ 12月 出し作型は中生種 `あ すかの

粧'が最も適応 し,定植期は6中旬～7月 上旬までの範囲

が適する。早生種 `ネ イルマリンネオ',中晩生種 `つ くし

の雪'は開花が夏秋期の温度条件の影響を受けやす く,早

生種は早い定植の場合に開花促進しやすいので,6月下旬

注 花数 :長 さ2m以上

～7月 上旬定植まで,中晩生種は遅い定植では開花遅延 し

やすいので6月 中下旬定植で作柄が安定する。

この作型の切り花品質は各品種とも,切花長70以上,切

花重50g以上,花数10個程度,収穫株率約70%を確保でき
,

商品性は高い。

この作型ではロゼット化 しやすく,発生率には品種間差

と定植時期の影響がみられ,当地域では7月 中旬定植が最

も高まり,そ の前後では減少する傾向がみられる。

12)切 り花品質を確保するには15℃が適温とみられ
,

DIFの効果は生育初期から発奮期までの影響が大 きいも

のと考えられる。
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